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子ども・子育て新制度事業とアンケート自由記入内容 

 

▼教育・保育 

認定区分  関連すると思われる自由意見 

1号認定 

 

3-5歳 教育のみ  町内に私立幼稚園がない為、保育所に預けることのできない家庭（仕事をしていない
為）では保育時間が短い事と、一時預かりはあるものの親のリフレッシュでも利用で
きるようにしてほしい。 

 幼稚園を３年保育にして欲しい。幼稚園でも、英語、音楽、体操等の時間を作ってほ
しい。 

 松島は町立の幼保しかありません。それを生かして幼児教育にもっと力を入れて小学
校と連携したり、子供たちの能力ｕｐ、小学校からの学力ｕｐのベースづくりを行っ
てもらいたいです。 

 子どもの人数が少なくなってきているので、３年保育も可能ではないかと思う。 

2号認定 

 

 

3-5歳 教育希望 

3-5歳 保育あり 

 松島町内の子供が少ない現況ですので、幼保一体化を強く望みます！ 

 幼保一元化で希望があれば幼稚園でも保育所でも入所基準・制限をしないで入所出来
る方法をとっていただきたい。 

 幼稚園は町立のみということで、質が問われます。時代の流れをくみとり、質向上を
のぞみます（園庭開放、未就園クラブ含む）。 

 幼稚園は３年保育にしてほしい。できないのならせめて時間をもう少し長くしてほし
い。兄弟がいる人は１３時２０分という時間は、下の子のお昼寝などかぶっていて、
迎えに行く時大変。せめてお迎えが１４：００までだととても助かる。 

 子供の為に幼稚園を選択したかったが、就業時間と合わず送迎が出来なかった為、断
念しました。他地域でもやっている延長預かりサービスを取り入れてほしいと感じま
す。 

 幼・保一元化の施設を増やしてもらえたら一か所に集中しなくて済むと思う。 

3号認定 

 

1-2歳 保育あり 

0歳 保育あり 

 産後休暇明けからの乳児を保育所に入れられると嬉しい。 

 産後６か月からの保育所しかない為産休後の復帰がむずかしい。 
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▼地域 子ども・子育て支援事業 

事業名 松島町事業名 関連すると思われる自由意見 

（１）利用者支援事業【新規】 新規  気軽に悩みを話せる専門のカウンセラーさん（心理学や精神科のようなものにくわし
い方）がいてくれると、助かるなと感じます。 

 役場の町民福祉課の方たちはいつも子供達に優しく、相談に行っても子供が飽きない
ように配慮してくれるが、他の部署ではそのようなことはないので、子連れで役場に
行っても安心して話せるスペースを１つくらい確保してあるといいと思う。 

 フルタイムで働いている人、夜勤のある人、引越してきた人はどうしても情報が得られない現

状があります。もっと目につく情報源がほしいです。 

 町外からの転入者にとってどこに何があるか分からず、転入者向けの子育てマップの
様なものを作成する必要があるのではないでしょうか（定住促進には必須！）。 

 

（２）延長保育事業 

  （時間外保育事業） 

延長・特別延長保育  一時期保育所を利用しておりましたが、仙台への通勤（車）の際、７時に預けてもち
ょうど渋滞の時間のため８時半の始業に間に合わず利用を断念しました。 

 町内に住んでいて働いていると、どうしても仙台近郊に行くことが多いかと思うので
すが、今の保育所の時間ではとても厳しく、祖父母の協力がないと子育てが出来ない
環境だと思います。 

 

（３）放課後児童健全育成事業 留守家庭児童学級  学童保育を高学年になっても利用できるようにしてほしい。せめて４年生までは利用
したい。 

 ４年生からの放課後の過ごし方を不安に感じるので、留守家庭学級を終了した後（卒
業した後）に過せる場を作ってほしいです。 

 留守学級について、１年～３年までではなく、引き上げて（１年～４年）までにして
欲しい。４年生くらいだと１人では心配な様子です。５年～６年だと安心して１人で
家で過ごせる様な気がします。 

 学童について。どんぐり学級を利用してます。少ない人数にも関わらず、開級してい
ただいることに感謝致します。ただ、土曜日や長期休暇中は合同学級となり、たんぽ
ぽ学級の利用となりますが、距離がある為仕事で時間休をもらい送迎しています。 
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（４）子育て短期支援事業 
－ 

※（宿泊を伴う）「短期入所生活援助（ショートステイ）」、「夜間養護等（トワイライ
トステイ）」に関連する意見は特になし。 

 

（５）乳幼児家庭全戸訪問事業 こんにちは赤ちゃん 

訪問事業 

 出産後、なかなか保健士さんが連絡をくれなくて不安になった。子供の発育に不安が
あったので（略）こちらから電話をしたりしたので、もっと職員の方が増えたらいい
のにと思った。 

 

（６）養育支援訪問事業 養育支援訪問事業  他市ではもっと色々な「親育て」がはかられてます。もっと教育に親が目覚められる
よう、子育てスキルアップはかれるように支援してほしい。先日、塩釜一小自閉児育
てた方（仙台市在住とのこと）の講演会もよかったです。 

 障害を持つ子の保護者が気軽に相談できる場を設置し、広く知らせてほしい（１人で
悩んでいるということが多い）。 

 

（７）地域子育て支援拠点事業 子育て支援センター 

各種事業 

 近くに交流の場を作ってほしい（親や子供達の）。長期間休みの場合に、幼稚園児でも
気軽に行けるところが欲しい。 

 子育て支援センターは車がないと利用しづらい場所だと思うので、もっと近場でのイ
ベントなど増やして、車がなくても気軽に足をはこべるようにして欲しい。 

 支援センターのイベントの定員をなくし、多くの子供が参加できる様にして欲しい。 

 子育て支援センターのイベントに参加したいと思うが、幼稚園の行事と重なることが
多く、やむなく参加できないことが多い。 

 支援センターのホール開放、ありがたいと思っています。広々したスペースで走って、
騒いで、子供のすきな場所です。 

 ０歳児、１歳児、２歳児も週１回や月１回でも保育士さんなどが主催の手遊びやリズ
ム遊びやちょっとした育児のポイントなどの教室があるといいと思う。 

 小さい子供と一緒に出かけられる施設がもっとあればいいなと思っています。（児童館
のようなイメージ）。 

 児童館の設置後、どのような運営をされるのか楽しみにしています。 
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（８）一時預かり事業 一時預かり事業 

（幼稚園、保育所） 

 出来れば休日も利用できる預かりサービスがあれば、今後職に就くお母さん達も仕事
を選ばずに済むのでは良いかな、と思います。 

 保育所の一時預かり（２～３人）あったらいいのに、と思います。通院や介護だけで
なく母親のリフレッシュであずかってもらえたら助かります。 

 保育所の一時預かり保育を利用したいが、持参するものが多く利用しづらい。もう少
し（料金がかかっても）楽に預けられるようにしてほしい。 

 現状は預かり保育出来ない日というのがあり、ほとんど利用されてないのでは？松島
町は観光地の為、観光業で働いている人は繁忙期の土曜・休日・長期休暇中に幼稚園
や保育所を利用したいと考えている。定期的なものじゃなくても、対応出来る柔軟さ
がほしい。 

 幼稚園の一時あずかりについて。私用での目的での利用が出来なかったので、とても
残念でした。保育所ではできるのに（略） 

 とにかく一時預かりの充実を願います。急な用事が出来ても保育所の一時預かりだと
預かってもらえない。これでは一時預かりの意味がない。 

 

（９）病児保育事業 

－ 

 （病院、子供の急な病気の時など、救急病院が必要。） 

 （小児専門医を町内に。子どもが病気の時、本当に困っています。） 

 （育児中は病院が必ずあると安心できる。産科と小児科を誘致したり、既存の病院へ
助成して設備や人材を充実させて夜間も町内で医療サービスも受けられる体制になれ
ばなお良いと思う。） 

※病児の預かりではなく、病児をみせにいく医療施設に対する要望がみられた。 

 預ける前の手間を考えると自分や身内で協力したほうが早いし、慣れていない方に預
けると子どもも変に気をつかう気がするので（利用を希望しない） 
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（１０）子育て援助活動支援事業 

（ファミリーサポートセンター事業） 
－ 

 限られた財源をどうやりくりして子育て環境充実・向上を実現するかは、とてもむず
かしい課題だと思います。優先順位をつけざるを得ないと思います。そこで、希望す
るのは以下２点です。①居住エリアの住民と関わりの持てる環境での子育て支援。（略） 

 子供だけでなく、幅広い年齢の方々がふれあいできる環境があると良いと思う。子供
は減少してきているので、地域や町全体で育てられるようになればと思う。 

 

（１１）妊婦健康診査 妊婦検診助成事業  運転できないため、健診にどんぐりにいくのが大変でした。健診時間に合うバスもな
く、前もってお願いしたらバスやのり合いのおむかえなどあると、とても助かります。 

 健診時、いろいろ細かく話しを聞いてくださり、とてもありがたいのですが、その間
子供達を危なくないようにだけで良いので見ていて欲しいです。 

 

（１２）実費徴収に係る補足給付を行

う事業【新規】 

新規  所得制限が厳しい。公費助成が少ない。 

 

（１３）多様な主体が本制度に参入す

ることを促進するための事業【新規】 

新規  観光地の町なので、もっと観光地で働く人に合わせた支援や保育サービスを行ってほ
しい（例えば、土日祝日や繁忙期の保育サービスなど）。 

 


